
 

 

  令和２年度 市町村民経済計算の概要 
 
１  大分県経済の概況  

                                     大分県                 国 

県（国）内総生産(名目)               ４兆４,５８０億円     ５３７兆５,６１５億円 

 経済成長率 名目                     －２.３％              －３.５％ 

        実質（連鎖方式）           －４.０％              －４.１％ 

 一人当たり県(国)民所得                ２,６０４千円         ２,９７５千円 

    同上対前年度比増減率            －４.４％                 －６.４％ 

   同上県／国格差                      ８７.５ (前年度８５.７)     １００ 

   注 県(国)内総生産(名目)及び経済成長率は、県は生産側、国は支出側の数値。                           
 
（１）経済の動向  

令和２年度の日本経済は、4月に政府が新型コロナウイルス対策の緊急事態宣言を発し、

これにより、経済活動が大幅に抑制され、景気は極めて厳しい状況となった。その後、宣

言の解除により5月後半からは経済活動の再開が段階的に進み、消費を中心として次第に

上向きの動きが広がった。個人消費は持ち直し、6月以降は輸出や生産も増加に転じたが、

経済全体の活動水準は低く、依然として厳しい状況が続いた。7、8月は、豪雨災害の発生、

全国的に感染者数が再び増加傾向に転じたこと及び一部の地域で旅行等の活動自粛要請

が行われたことから、対面型のサービス消費が停滞したが、輸出から生産への循環が続き、

全体としては回復の動きが続いた。政府は、翌年１月に２回目の緊急事態宣言を発し、再

び景気後退局面に陥った。 
この結果、令和２年度の名目国内総生産（名目ＧＤＰ）成長率は－３．５％、実質国内

総生産（実質ＧＤＰ）成長率は－４．１％となり、名目は８年ぶりのマイナス成長、実質

は２年連続のマイナス成長となった。 
このような中で、大分県経済は、生産面では、名目で対前年度増加率を寄与度順に見る

と、製造業、建設業など７産業が増加し、宿泊・飲食サービス業、運輸・郵便業など９産

業が減少、実質で対前年度増加率を寄与度順に見ると、建設業など５産業が増加し、宿泊・

飲食サービス業、運輸・郵便業など１１産業が減少した。 
分配面では、雇用者報酬、財産所得、企業所得が減少した。 
支出面では、地方政府等最終消費支出が増加し、県内総資本形成、民間最終消費支出が

減少した。 
この結果、令和２年度の大分県の経済成長率は名目では－２ .３％、実質では－４.０％

となり、名目、実質ともに２年連続のマイナスとなった。 
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図１ 実質経済成長率の推移 

 

 
 

（２）一人当たり県民所得 
令和２年度の一人当たり県民所得は２６０万４千円で、前年度に比べ１１万９千円減少

し、－４.４％と２年連続のマイナスとなった。一人当たり国民所得を１００とした場合、

一人当たり県民所得は８７.５となり、前年度と比べ格差は１.８ポイント縮小した。 
 

図２ 一人当たり県(国)民所得及び格差の推移
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２ 市町村内総生産 【付表－１参照】 

  

２－１ 市町村内総生産の概況 

 

令和２年度の市町村内総生産の県計（県内総生産）は４兆４，５８０億円で、前年度に比し

て１，０４２億円減少、増加率－２．３％（元年度２．１％）と２年連続のマイナスとなっ

た。 

市町村内総生産を市町村別にみると、豊後大野市（＋４．５％）、中津市（＋３．０％）な

ど５市が前年度に対して増加した（元年度９市町村）。一方、姫島村（－１２．９％）、杵築市

（－７．６％）など１３市町村が減少した（元年度９市町）。 
市町村内総生産の県計を経済活動別にみると、第１次産業は８３２億円で、前年度に比し

て７５億円減少、増加率－８．３％（元年度＋０．６％）と２年ぶりにマイナスとなった。

市町村内総生産の総額に占める割合は１．９％（元年度２．０％）であった。 

第１次産業を市町村別にみると、前年度に対して津久見市（＋９．３％）、竹田市 

（＋０．２％）の２市で増加した（元年度６市町村が増加）。一方、佐伯市（－２５.４％）、

姫島村（－２５．２％）、臼杵市（－１１．３％）など１６市町村が減少した（元年度１２市

町村が減少）。 

第２次産業は１兆４，００６億円で、前年度に対して５０９億円増加、増加率＋３．８％

（元年度６．３％）と２年ぶりにプラスとなった。市町村内総生産の総額に占める割合は 

３１．４％（元年度２９．６％）であった。 

第２次産業を市町村別にみると、前年度に対して九重町（＋５４．９％）、豊後大野市 

（＋４３．１％）、佐伯市（＋２３．６％）、など１２市町が増加した（元年度７市町村）。一

方、姫島村（－３７．３％）、杵築市（－１５．６％）、宇佐市（－１１．５％）など６市村

が減少した（元年度１１市町）。 

第３次産業は２兆９，５３３億円で、前年度に対して１，４７６億円減少、増加率 

－４．８％（元年度＋０．１％）と８年ぶりにマイナスとなった。市町村内総生産の総額に占

める割合は６６．２％（元年度６８．０％）となった。 

第３次産業を市町村別にみると、前年度に対して九重町（－１２．５％）、別府市 

（－７．０％）、など１８市町村が減少した。（元年度５市町）。 
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図３ 市町村内総生産（実額） 
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図４ 市町村内総生産（対前年度増加率） 
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図５ 市町村別経済活動別総生産の構成比（令和２年度） 

注）「その他」には、鉱業、情報通信業、金融･保険業、その他のサービス、輸入品に課される

税・関税、（控除）総資本形成に係る消費税が含まれる。  
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２－２ 市町村別の動向 

 

①  大分市 

令和２年度市内総生産は２兆１，３３７億円、対前年度増加率－２．２％（元年度３．５％）

で、２年連続のマイナスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は６１億円、対前年度増加率－１０．０％とな

った。これは、農業（－４．４％）などが減少したことによる。 

第２次産業は７，４５２億円、対前年度増加率＋１．３％となった。これは、製造業 

（＋０．７％）、建設業（＋７．０％）が増加したことによる。 

第３次産業は１兆３，７２４億円、対前年度増加率－３．９％となった。これは運輸・郵便業

（－１４．９％）、宿泊・飲食サービス業（－３８．０％）などが減少したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業０．３％、第２次産業３４．９％、第３次産業６４．３％

となった。 

 

②  別府市 

令和２年度市内総生産は３，５２８億円、対前年度増加率－５．９％（元年度５．３％）で、

２年連続のマイナスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は７億円、対前年度増加率－８．７％となった。

これは、林業（－２２．７％）などが減少したことによる。 

第２次産業は２７２億円、対前年度増加率＋８．７％となった。これは、建設業（＋１３．１％）

が増加したことによる。 

第３次産業は３，２３２億円、対前年度増加率－７．０％となった。これは宿泊・飲食サービ

ス業（－５１．４％）などが減少したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業０．２％、第２次産業７．７％、第３次産業９１．６％と

なった。 

 

③  中津市 

令和２年度市内総生産は３，４９７億円、対前年度増加率＋３．０％（元年度＋１．２％）で、

４年連続プラスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は３８億円、対前年度増加率－４．９％となっ

た。これは、水産業（－２９．８％）などが減少したことによる。 

第２次産業は１，３３３億円、対前年度増加率＋１９．４％となった。これは、製造業 

（＋２３．６％）などが増加したことによる。 

第３次産業は２，１０９億円、対前年度増加率－５．１％となった。これは宿泊・飲食サービ

ス業（－３９．１％）などが減少したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業１．１％、第２次産業３８．１％、第３次産業６０．３％

となった。 

 

④  日田市 

令和２年度市内総生産は２，４１２億円、対前年度増加率－６．３％（元年度０．６％）で、

３年連続のマイナスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は８８億円、対前年度増加率－４．９％となっ

た。これは、林業（－１６．２％）などが減少したことによる。 
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第２次産業は７２１億円、対前年度増加率－７．５％となった。これは、製造業 

（－１４．４％）が減少したことによる。 

第３次産業は１，５９２億円、対前年度増加率－５．８％となった。これは運輸・郵便業 

（－１９．１％）、宿泊・飲食サービス業（－４４．２％）などが減少したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業３．６％、第２次産業２９．９％、第３次産業６６．０％

となった。 

 

⑤  佐伯市 

令和２年度市内総生産は２，３３１億円、対前年度増加率＋１．２％（元年度＋０．１％）

で、３年連続のプラスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は１１２億円、対前年度増加率－２５．４％

となった。これは、水産業（－３２．９％）などが減少したことによる。 

第２次産業は７０８億円、対前年度増加率＋２３．６％となった。これは、製造業 

（＋３７．０％）などが増加したことによる。 

第３次産業は１，５００億円、対前年度増加率－４．４％となった。これは宿泊・飲食サー

ビス業（－３９．４％）などが減少したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業４．８％、第２次産業３０．４％、第３次産業６４．３％

となった。 

 

⑥  臼杵市 

令和２年度市内総生産は１，０８０億円、対前年度増加率－５．０％（元年度１．６％）で、

２年連続のマイナスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は３０億円、対前年度増加率－１１．３％と

なった。これは、水産業（－３８．７％）などが減少したことによる。 

第２次産業は２９７億円、対前年度増加率－７．１％となった。これは、製造業（－８．２％）

などが減少したことによる。 

第３次産業は７４８億円、対前年度増加率－３．８％となった。これは運輸・郵便業 

（－１６．３％）、宿泊・飲食サービス業（－４１．２％）などが減少したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業２．８％、第２次産業２７．５％、第３次産業６９．３％

となった。 

 

⑦  津久見市 

令和２年度市内総生産は９４６億円、対前年度増加率＋１．８％（元年度１．３％）で、３

年ぶりのプラスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は３８億円、対前年度増加率＋９．３％とな

った。これは、水産業（＋１２．３％）などが増加したことによる。 

第２次産業は４８２億円、対前年度増加率＋２．９％となった。これは、製造業（＋３．０％）、

建設業（＋２０．４％）が増加したことによる。 

第３次産業は４２２億円、対前年度増加率－０．２％となった。これは、宿泊・飲食サービ

ス業（－４６．３％）などが減少したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業４．０％、第２次産業５１．０％、第３次産業４４．６％

となった。 
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⑧  竹田市 

令和２年度市内総生産は７６２億円、対前年度増加率－１．８％（元年度１．５％）で、４年

連続のマイナスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は９１億円、対前年度増加率＋０．２％となっ

た。これは水産業（＋１４２．９％）などが増加したことによる。 

第２次産業は１２５億円、対前年度増加率＋２０．６％となった。これは、建設業 

（＋２５．６％）が増加したことによる。 

第３次産業は５４３億円、対前年度増加率－６．２％となった。これは宿泊・飲食サービス業

（－５８．３％）などが減少したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業１１．９％、第２次産業１６．４％、第３次産業７１．３％

となった。 

 

⑨  豊後高田市 

令和２年度市内総生産は７５３億円、対前年度増加率－５．５％（元年度３．１％）で、２年

連続のマイナスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は３８億円、対前年度増加率－５．８％となっ

た。これは、農業（－４．９％）などが減少したことによる。 

第２次産業は２７８億円、対前年度増加率－７．８％となった。これは、製造業（－１４．９％）

が減少したことによる。 

第３次産業は４３３億円、対前年度増加率－３．９％となった。これは宿泊・飲食サービス業

（－４５．３％）などが減少したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業５．１％、第２次産業３６．９％、第３次産業５７．５％

となった。 

 

⑩  杵築市 

令和２年度市内総生産は８２８億円、対前年度増加率－７．６％（元年度＋０．３％）で、２

年ぶりのマイナスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は５８億円、対前年度増加率－３．４％となっ

た。これは、農業（－１．７％）、水産業（－１０．２％）などが減少したことによる。 

第２次産業は２１８億円、対前年度増加率－１５．６％となった。これは、製造業 

（－１７．１％）などが減少したことによる。 

第３次産業は５４８億円、対前年度増加率－４．５％となった。これは運輸・郵便業 

（－１５．８％）などが減少したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業７．０％、第２次産業２６．３％、第３次産業６６．２％

となった。 

 

⑪  宇佐市 

令和２年度市内総生産は２，０４９億円、対前年度増加率－６．４％（元年度＋０．９％）で、

２年ぶりのマイナスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は６７億円、対前年度増加率－４．８％となっ

た。これは、農業（－３．８％）、水産業（－２９．９％）が減少したことによる。 

第２次産業は７７７億円、対前年度増加率－１１．５％となった。これは、製造業 

（－１１．７％）などが減少したことによる。 
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第３次産業は１，１９６億円、対前年度増加率－２．９％となった。これは運輸・郵便業 

（－１３．３％）、宿泊・飲食サービス業（－４２．２％）などが減少したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業３．２％、第２次産業３７．９％、第３次産業５８．４％

となった。 

 

 

⑫  豊後大野市 

令和２年度市内総生産は１，１２７億円、対前年度増加率＋４．５％（元年度０．１％）で、

３年ぶりのプラスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は６０億円、対前年度増加率－６．４％とな

った。これは、農業（－４．４％）、林業（－１８．３％）などが減少したことによる。 

第２次産業は３２０億円、対前年度増加率４３．１％となった。これは、製造業 

（＋５９．４％）などが増加したことによる。 

第３次産業は７４２億円、対前年度増加率－５．６％となった。これは運輸・郵便業 

（－２５．４％）などが減少したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業５．３％、第２次産業２８．４％、第３次産業６５．８％

となった。 

 

⑬  由布市 

令和２年度市内総生産は１，２７８億円、対前年度増加率－２．２％（元年度＋２．５％）

で、２年ぶりのマイナスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は２３億円、対前年度増加率－１０．４％と

なった。これは、農業（－５．９％）、林業（－２２．２％）が減少したことによる。 

第２次産業は２４８億円、対前年度増加率＋２３．１％となった。これは、建設業 

（＋４０．２％）などが増加したことによる。 

第３次産業は１，００１億円、対前年度増加率－６．７％となった。これは宿泊・飲食サー

ビス業（－６０．２％）などが減少したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業１．８％、第２次産業１９．４％、第３次産業７８．３％

となった。 

 

⑭  国東市 

令和２年度市内総生産は９５８億円、対前年度増加率＋２．５％（元年度＋１．９％）で、

４年連続のプラスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は４７億円、対前年度増加率－４．９％とな

った。これは、水産業（－２８．８％）などが減少したことによる。 

第２次産業は３４８億円、対前年度増加率＋１９．７％となった。これは、製造業 

（＋１９．７％）などが増加したことによる。 

第３次産業は５５９億円、対前年度増加率－５．４％となった。これは運輸・郵便業 

（－２４．１％）などが減少したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業４．９％、第２次産業３６．３％、第３次産業５８．３％

となった。 
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⑮  姫島村 

令和２年度村内総生産は４５億円、対前年度増加率－１２．９％（元年度＋９．４％）で、 

４年ぶりのマイナスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は４億円、対前年度増加率－２５．２％となっ

た。これは、水産業（－２５．３％）が減少したことによる。 

第２次産業は５億円、対前年度増加率－３７．３％となった。これは、建設業（－３９．１％）

などが減少したことによる。 

第３次産業は３６億円、対前年度増加率－５．９％となった。これは宿泊・飲食サービス業 

（－５１．６％）などが減少したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業９．２％、第２次産業１１．３％、第３次産業７９．０％

となった。 

 

⑯  日出町 

令和２年度町内総生産は７６６億円、対前年度増加率－４．２％（元年度＋０．３％）で、 

７年ぶりのマイナスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は２４億円、対前年度増加率－４．６％となっ

た。これは、農業（－３．６％）などが減少したことによる。 

第２次産業は２３５億円、対前年度増加率＋１．４％となった。これは、製造業（＋０．９％）、

建設業（＋４．０％）が増加したことによる。 

第３次産業は５０４億円、対前年度増加率－６．５％となった。これは宿泊・飲食サービス業

（－４９．０％）などが減少したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業３．１％、第２次産業３０．６％、第３次産業６５．８％

となった。 

 

⑰  九重町 

令和２年度町内総生産は３８２億円、対前年度増加率－０．１％（元年度＋３．５％）で、 

２年ぶりのマイナスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は２６億円、対前年度増加率－５．８％となっ

た。これは、農業（－５．１％）林業（－７．２％）が減少したことによる。 

第２次産業は１０４億円、対前年度増加率＋５４．９％となった。これは、建設業（ 

＋１２２．３％）が増加したことによる。 

第３次産業は２５１億円、対前年度増加率－１２．５％となった。これは宿泊・飲食サービス

業（－６０．２％）などが減少したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業６．７％、第２次産業２７．２％、第３次産業６５．７％

となった。 

 

⑱  玖珠町 

令和２年度町内総生産は５０２億円、対前年度増加率－１．７％（元年度５．３％）で、２年

連続のマイナスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は２１億円、対前年度増加率－５．９％となっ

た。これは、農業（－８．９％）などが減少したことによる。 

第２次産業は８４億円、対前年度増加率＋２０．３％となった。これは、製造業（＋２７．６％）

などが増加したことによる。 
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第３次産業は３９４億円、対前年度増加率－５．２％となった。これは運輸・郵便業 

（－１７．５％）などが減少したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業４．２％、第２次産業１６．８％、第３次産業７８．５％

となった。 
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２－３ 地域別の動向 

  

令和２年度の市町村内総生産を地域別にみると、前年度に比して、豊肥（＋１．８％）、南

部（＋１．２％）の２地域が増加したが、東部（－４．８％）、中部（－２．２％）、西部（－

４．９％）、北部（－１．３％）の４地域が減少した。 

地域別構成比では、中部が県全体の５５．３％を占めた。 

 

表１ 地域別市町村内総生産 

 

経済活動別にみると、前年度に比して、第１次産業は、南部（－２５．４％）、中部 

（－６．２％）などの６地域が減少したことから、県全体では－８．３％（元年度＋０．６％）

と２年ぶりにマイナスとなった。 

第２次産業は、豊肥（＋３６．０％）、南部（＋２３．６％）など５地域で増加し、西部 

（－０．８％）の１地域が減少したことから、県全体では＋３．８％（元年度６．３％）と２年

ぶりにプラスとなった。 

第３次産業は、東部（－６．５％）、西部（－６．５％）など６地域で減少したことから、

県全体では－４．８％（元年度＋０．１％）と８年ぶりにマイナスとなった。 

 

① 東部（別府市、杵築市、国東市、姫島村、日出町） 

  令和２年度市町村内総生産は６，１２４億円、対前年度増加率－４．８％（元年度 

－２．８％）で、２年連続でマイナスとなった。 

市町村内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は１４０億円、対前年度増加率－５．２％

となった。これは、水産業（－１８．１％）などが減少したことによる。 

  第２次産業は１，０７７億円、対前年度増加率＋３．８％となった。これは、建設業 

（＋８．２％）などが増加したことによる。 

  第３次産業は４，８７８億円、対前年度増加率－６．５％となった。これは、宿泊・飲食サ

ービス業（－５０．８％）などが減少したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業２．３％、第２次産業１７．６％、第３次産業７９．７％

となった。 

 

 

 

（単位：億円、％）

寄与度

H30 R1 R2 R1 R2 R1 R2 R1 R2 R2

県　計 46,594 45,622 44,580 -972 -1,042 -2.1 -2.3 100.0 100.0 -2.3

東　部 6,614 6,432 6,124 -182 -308 -2.8 -4.8 14.1 13.7 -0.7

中　部 25,967 25,184 24,642 -783 -543 -3.0 -2.2 55.2 55.3 -1.2

南　部 2,301 2,303 2,331 2 29 0.1 1.2 5.0 5.2 0.1

豊　肥 1,867 1,854 1,888 -13 34 -0.7 1.8 4.1 4.2 0.1

西　部 3,497 3,466 3,296 -30 -171 -0.9 -4.9 7.6 7.4 -0.4

北　部 6,347 6,382 6,299 35 -83 0.5 -1.3 14.0 14.1 -0.2

注）寄与度は、県全体の成長率に対するものである。

年　度
実　　額 対前年度増減額 対前年度増加率 構成比
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② 中部（大分市、臼杵市、津久見市、由布市） 

令和２年度市町村内総生産は２兆４，６４２億円、対前年度増加率－２．２％ 

（元年度３．０％）で、２年連続でマイナスとなった。 

市町村内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は１５２億円、対前年度増加率－６．２％

となった。これは、林業（－２１．３％）などが減少したことによる。 

   第２次産業は８，４７９億円、対前年度増加率＋１．６％となった。これは、建設業

（＋９．８％）が増加したことによる。 

   第３次産業は１，５８９億円、対前年度増加率－４．０％となった。これは、宿泊・飲食

サービス業（－４１．５％）などが減少したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業０．６％、第２次産業３４．４％、第３次産業６４．５％

となった。 

 

③  南部（佐伯市） 

令和２年度市内総生産は２，３３１億円、対前年度増加率＋１．２％（元年度＋０．１％）

で、３年連続のプラスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は１１２億円、対前年度増加率－２５．４％

となった。これは、水産業（－３２．９％）などが減少したことによる。 

第２次産業は７０８億円、対前年度増加率＋２３．６％となった。これは、製造業 

（＋３７．０％）などが増加したことによる。 

第３次産業は１，５００億円、対前年度増加率－４．４％となった。これは宿泊・飲食サー

ビス業（－３９．４％）などが減少したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業４．８％、第２次産業３０．４％、第３次産業６４．３％

となった。 

 

④  豊肥（竹田市、豊後大野市） 

令和２年度市町村内総生産は１，８８８億円、対前年度増加率＋１．８％（元年度 

－０．７％）で、４年ぶりにプラスとなった。 

市町村内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は１５１億円、対前年度増加率－２．５％

となった。これは、農業（－１．８％）林業（－９．４％）が減少したことによる。 

  第２次産業は４４４億円、対前年度増加率＋３６．０％となった。これは、製造業 

（＋５０．９％）などが増加したことによる。 

  第３次産業は１，２８５億円、対前年度増加率－５．９％となった。これは、宿泊・飲食サ

ービス業（－５５．０％）などが減少したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業８．０％、第２次産業２３．５％、第３次産業６８．０％

となった。 

 

⑤ 西部（日田市、九重町、玖珠町） 

令和２年度市町村内総生産は３，２９６億円、対前年度増加率－４．９％（元年度 

－０．９％）で、３年連続でマイナスとなった。 

市町村内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は１３４億円、対前年度増加率－５．２％

となった。これは、農業（－２．０％）林業（－１１．８％）が減少したことによる。 

 第２次産業は９０９億円、対前年度増加率－０．８％となった。これは、製造業 

（－１１．８％）が減少したことによる。 
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 第３次産業は２，２３６億円、対前年度増加率－６．５％となった。これは、宿泊・飲食サ

ービス業（－４７．８％）などが減少したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業４．１％、第２次産業２７．６％、第３次産業６７．９％

となった。 

 

⑥ 北部（中津市、豊後高田市、宇佐市） 

令和２年度市町村内総生産は６，２９９億円、対前年度増加率－１．３％（元年度 

＋０．５％）で、６年ぶりにマイナスとなった。 

市町村内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は１４３億円、対前年度増加率－５．１％

となった。これは、農業（－３．２％）などが減少したことによる。 

 第２次産業は２，３８８億円、対前年度増加率＋４．０％となった。これは、製造業 

（＋４．６％）などが増加したことによる。 

  第３次産業は３，７３９億円、対前年度増加率－４．３％となった。これは、宿泊・飲食サ

ービス業（－４０．６％）などが減少したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業２．３％、第２次産業３７．９％、第３次産業５９．４％

となった。 
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図６ 地域別市町村内総生産（実額） 

 

図７ 地域別市町村内総生産（対前年度増加率） 
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図８ 地域別経済活動別総生産の構成比（令和２年度） 

注）「その他」には、鉱業、情報通信業、金融･保険業、その他のサービス、輸入品に課される税・

関税、（控除）総資本形成に係る消費税が含まれる。 
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３ 市町村民所得の分配【付表－２、付表－３参照】 
 

３－１ 市町村民所得  
 

令和２年度の県民所得は、２兆９,２６４億円で、前年度に比べ１,６２５億円減少し、－５.３％

と２年連続のマイナスとなった。 
市町村別にみると、前年度に対して増加したのは、国東市（＋０.３％）、豊後大野市（＋０.

２％）の２市であった。一方、減少したのは、姫島村（－９.２％）、日田市（－７.９％）、九

重町（－７.６％）、別府市（－７.５％）、杵築市（－７.４％）など１６市町村であった。 
市町村民所得を所得項目別にみると、雇用者報酬は２兆１,６４５億円で、前年度に対して  

２億円減、増加率－０.０％（元年度＋１.８％）と７年ぶりに減少した。市町村民所得に占め

る割合は７４.０％（元年度７０.１％）であった。 
市町村別にみると、前年度に対して増加したのは、臼杵市（＋３.３％）、由布市、日出町及

び大分市（＋０.５％）、佐伯市及び日田市（＋０.３％）などの８市町であった。一方、減少

したのは、竹田市（－１６.４％）、姫島村（－３.９％）、九重町（－１.９％）、国東市（－

０.８％）、中津市（－０.６％）などの１０市町村であった。 
財産所得（非企業部門）は１,７０７億円で、前年度に対して３６億円減少、増加率－２.１％

（元年度＋０.１％）となり２年ぶりのマイナスとなった。市町村民所得に占める割合は５.８％

（元年度５.６％）であった。これは、家計の財産所得が減少したことなどによる。 
市町村別にみると、前年度に対して増加したのは、臼杵市（＋０.６％）のみであった。一方、

減少したのは、竹田市（－１４.７％）、姫島村（－６.７％）、九重町（－４.６％）、国東市

（－３.９％）、杵築市（－３.６％）などの１７市町村であった。 
企業所得は５,９１２億円で、前年度に対して１,５８６億円減少、増加率－２１.１％（元年

度－１２.４％）と２年連続のマイナスとなった。これは、民間法人企業所得等が減少したこと

などによる。市町村民所得に占める割合は２０.２％（元年度２４.３％）であった。 
市町村別にみると、前年度に対して増加したのは、竹田市（＋１８.６％）、国東市（＋８.

８％）、豊後大野市（＋２.８％）などの３市であった。一方、減少したのは、臼杵市（－     

３２.７％）、別府市（－３１.０％）、日出町（－２８.６％）、杵築市（－２７.１％）、大分

市（－２４.１％）など１５市町村であった。 
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図９ 市町村民所得  
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図１０ 市町村民所得対前年度増加率  
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３－１－１ 市町村別の動向  
 
①  大分市 

令和２年度市民所得総額１兆３,７３２億円、対前年度増加率－５.４％（前年度－２.８％）で、

２年連続のマイナスとなった。 
これを所得項目別にみると、雇用者報酬は１兆３３２億円で対前年度増加率は＋０.５％、財産所

得は８０５億円で対前年度増加率－１.５％、企業所得は２,５９５億円で対前年度増加率－２４.
１％となっている。 

また、市民所得総額に占める各所得項目の構成比は、雇用者報酬が７５.２％、財産所得が５.９％、

企業所得が１８.９％となっている。 
 
②  別府市 
 令和２年度市民所得総額２,６７９億円、対前年度増加率－７.５％（前年度－４.６％）で、２年

連続のマイナスとなった。 
これを所得項目別にみると、雇用者報酬は２,０４５億円で対前年度増加率は－０.１％、財産所

得は１６７億円で対前年度増加率－２.０％、企業所得は４６８億円で対前年度増加率－３１.０％

となっている。 
また、市民所得総額に占める各項目の構成比は、雇用者報酬が７６.３％、財産所得が６.２％、

企業所得が１７.５％となっている。 
 
③  中津市 

令和２年度市民所得総額２,１６８億円、対前年度増加率－２.０％（前年度－０.４％）で、２年

連続のマイナスとなった。 
これを所得項目別にみると、雇用者報酬は１,６６０億円で対前年度増加率は－０.６％、財産所

得は１２５億円で対前年度増加率は－１.９％、企業所得は３８３億円で対前年度増加率は－７.
８％となっている。 

また、市民所得総額に占める各項目の構成比は、雇用者報酬が７６.６％、財産所得が５.８％、

企業所得が１７.７％となっている。 
 
④  日田市 

令和２年度市民所得総額１,５５３億円、対前年度増加率－７.９％（前年度－１.８％）で、３年

連続のマイナスとなった。 
これを所得項目別にみると、雇用者報酬は１,０３１億円で対前年度増加率は＋０.３％、財産所

得は８８億円で対前年度増加率は－２.０％、企業所得は４３４億円で対前年度増加率は－２３.
５％となっている。 

また、市民所得総額に占める各項目の構成比は、雇用者報酬が６６.４％、財産所得が５.７％、

企業所得が２８.０％となっている。 
 
⑤  佐伯市 

令和２年度市民所得総額１,５３５億円、対前年度増加率－３.５％（前年度－０.２％）で、２年

連続のマイナスとなった。 
これを所得項目別にみると、雇用者報酬は１,１２１億円で対前年度増加率は＋０.３％、財産所

得は９２億円で対前年度増加率は－３.３％、企業所得は３２３億円で対前年度増加率は－１４.
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７％となっている。 
また、市民所得総額に占める各項目の構成比は、雇用者報酬が７３.０％、財産所得が６.０％、

企業所得が２１.０％となっている。 
 
⑥  臼杵市 

令和２年度市民所得総額７７５億円、対前年度増加率－４.９％（前年度－２.１％）で、２年連

続のマイナスとなった。 
これを所得項目別にみると、雇用者報酬は６０３億円で対前年度増加率は＋３.３％、財産所得は 

４９億円で対前年度増加率は＋０.６％、企業所得は１２３億円で対前年度増加率は－３２.７％と

なっている。 
また、市民所得総額に占める各項目の構成比は、雇用者報酬が７７.８％、財産所得が６.３％、

企業所得が１５.９％となっている。 
 
⑦  津久見市 

令和２年度市民所得総額４９７億円、対前年度増加率－５.４％（前年度－２.５％）で、３年連

続のマイナスとなった。 
これを所得項目別にみると、雇用者報酬は２９６億円で対前年度増加率は＋０.２％、財産所得は

２３億円で対前年度増加率は－２.２％、企業所得は１７９億円で対前年度増加率は－１３.９％と

なっている。 
また、市民所得総額に占める各項目の構成比は、雇用者報酬が５９.４％、財産所得が４.６％、

企業所得が３５.９％となっている。 
 

⑧  竹田市 
令和２年度市民所得総額４８１億円、対前年度増加率－６.５％（前年度－１.６％）で、４年連

続のマイナスとなった。 
これを所得項目別にみると雇用者報酬は２８７億円で対前年度増加率は－１６.４％、財産所得は 

２４億円で対前年度増加率は－１４.７％、企業所得は１７０億円で対前年度増加率は＋１８.６％

となっている。 
また、市民所得総額に占める各項目の構成比は、雇用者報酬が５９.６％、財産所得が５.０％、

企業所得が３５.４％となっている。 
 

⑨  豊後高田市 
令和２年度市民所得総額４７３億円、対前年度増加率－４.９％（前年度－３.６％）で、２年連

続のマイナスとなった。 
これを所得項目別にみると、雇用者報酬は３５４億円で対前年度増加率は－０.３％、財産所得は

２８億円で対前年度増加率は－２.８％、企業所得は９１億円で対前年度増加率は－１９.８％とな

っている。 
また、市民所得総額に占める各項目の構成比は、雇用者報酬が７４.８％、財産所得が６.０％、

企業所得が１９.２％となっている。 
 
 
 
 

－　22　－



 

 

⑩  杵築市 
令和２年度市民所得総額５８９億円、対前年度増加率－７.４％（前年度＋０.２％）で、２年ぶ

りのマイナスとなった。 
これを所得項目別にみると、雇用者報酬は４３７億円で対前年度増加率は－０.５％、財産所得は

３４億円で対前年度増加率は－３.６％、企業所得は１１８億円で対前年度増加率は－２７.１％と

なっている。 
また、市民所得総額に占める各項目の構成比は、雇用者報酬が７４.２％、財産所得が５.８％、

企業所得が２０.０％となっている。 
 
⑪  宇佐市 

令和２年度市民所得総額１,３２９億円、対前年度増加率－６.８％（前年度－１.１％）で、３年

連続のマイナスとなった。 
これを所得項目別にみると、雇用者報酬は９１５億円で対前年度増加率は－０.１％、財産所得は

７１億円で対前年度増加率は－２.３％、企業所得は３４３億円で対前年度増加率は－２１.６％と

なっている。 
また、市民所得総額に占める各項目の構成比は、雇用者報酬が６８.９％、財産所得が５.３％、

企業所得が２５.８％となっている。 
 
⑫  豊後大野市 

令和２年度市民所得総額７６４億円、対前年度増加率＋０.２％（前年度＋０.１％）で２年連続

のプラスとなった。 
これを所得項目別にみると、雇用者報酬は５４８億円で対前年度増加率は－０.３％、財産所得は

４３億円で対前年度増加率は－３.３％、企業所得は１７３億円で＋２.８％となっている。 
また、市民所得総額に占める各項目の構成比は、雇用者報酬が７１.７％、財産所得が５.６％、

企業所得が２２.７％となっている。 
 
⑬  由布市 

令和２年度市民所得総額８７６億円、対前年度増加率－５.５％（前年度＋１.４％）で、２年ぶ

りのマイナスとなった。 
これを所得項目別にみると、雇用者報酬は６２５億円で対前年度増加率は＋０.５％、財産所得は

５１億円で対前年度増加率は－１.７％、企業所得は２００億円で対前年度増加率は－２１.１とな

っている。 
また、市民所得総額に占める各項目の構成比は、雇用者報酬が７１.４％、財産所得が５.８％、

企業所得が２２.９％となっている。 
 
⑭  国東市 

令和２年度市民所得総額５６８億円、対前年度増加率＋０.３％（前年度＋１.０％）で、４年連

続のプラスとなった。 
これを所得項目別にみると、雇用者報酬は４５０億円で対前年度増加率は－０.８％、財産所得は

３５億円で対前年度増加率は－３.９％、企業所得は８３億円で対前年度増加率は＋８.８％となっ

ている。 
また、市民所得総額に占める各項目の構成比は、雇用者報酬が７９.２％、財産所得が６.２％、

企業所得が１４.７％となっている。 
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⑮  姫島村 

令和２年度村民所得総額３６億円、対前年度増加率－９.２％（前年度＋５.３％）で、６年ぶり

のマイナスとなった。 
これを所得項目別にみると、雇用者報酬は２５億円で対前年度増加率は－３.９％、財産所得は 

２億円で対前年度増加率は－６.７％、企業所得は９億円で対前年度増加率は－２２.０％となって

いる。 
また、村民所得総額に占める各項目の構成比は、雇用者報酬が６９.１％、財産所得が６.５％、

企業所得が２４.４％となっている。 
 
⑯  日出町 

令和２年度町民所得総額６４０億円、対前年度増加率－４.８％（前年度－０.５％）で、３年連

続のマイナスとなった。 
これを所得項目別にみると、雇用者報酬は５１５億円で対前年度増加率は＋０.５％、財産所得は

３９億円で対前年度増加率は－１.１％、企業所得は８５億円で対前年度増加率は－２８.６％とな

っている。 
また、町民所得総額に占める各項目の構成比は、雇用者報酬が８０.５％、財産所得が６.２％、

企業所得が１３.３％となっている。 
 
⑰  九重町 

令和２年度町民所得総額２１２億円、対前年度増加率－７.６％（前年度＋１.９％）で、２年ぶ

りのマイナスとなった。 
これを所得項目別にみると、雇用者報酬は１２５億円で対前年度増加率は－１.９％、財産所得は

１０億円で対前年度増加率は－４.６％、企業所得は７７億円で対前年度増加率は－１５.９％とな

っている。 
また、町民所得総額に占める各項目の構成比は、雇用者報酬が５９.０％、財産所得が４.８％、

企業所得が３６.２％となっている。 
 
⑱  玖珠町 

令和２年度町民所得総額３５８億円、対前年度増加率－４.３％（前年度－５.４％）で、２年連

続のマイナスとなった。 
これを所得項目別にみると、雇用者報酬は２７８億円で対前年度増加率は＋０.２％、財産所得は

２１億円で対前年度増加率は－１.７％、企業所得は５９億円で対前年度増加率は－２１.６％とな

っている。 
また、町民所得総額に占める各項目の構成比は、雇用者報酬が７７.８％、財産所得が５.９％、

企業所得が１６.４％となっている。 
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３－１－２ 地域別の動向  
 
 市町村民所得の総額を地域別にみると、前年度に対して、西部（－７.２％）、東部（－６.
２％）、中部（－５.４％）、北部（－４.０％）、南部（－３.５％）、豊肥（－２.５％）の６

地域すべてで減少した。また、地域別構成比では、中部が県全体の５４.３％を占めた。 
地域別の動向を所得項目別にみると、雇用者報酬では、中部（＋０.６％）、南部（＋０.３％）、

西部（＋０.１％）の３地域で増加したが、豊肥（－６.５％）、北部（－０.４％）、東部（－０.
２％）の３地域は減少した。 

財産所得では、豊肥（－７ .７％）、南部（－３ .３％）、東部（－２ .３％）、西部（－２ .
２％）、北部（－２.１％）、中部（－１.５％）の６地域すべてで減少した。 

企業所得では、豊肥（＋１０.１％）のみ増加したが、東部（－２７.１％）、中部（－２３.
７％）、西部（－２２.４％）、北部（－１５.５％）、南部（－１４.７％）の５地域で減少し

た。 
 
 
表２ 市町村民所得（地域別）  

 

 
表３ 市町村民所得（所得項目別・地域別）                            

 

 
 
  

（単位：億円、％）

年　　度 平成30 令和元 2 令和元 2 令和元 2 令和元 2

県　　計 31,565 30,889 29,264 -676 -1,625 -2.1 -5.3 100.0 100.0

東　　部 4,945 4,809 4,512 -136 -297 -2.7 -6.2 15.6 15.4

中　　部 17,226 16,787 15,880 -439 -907 -2.5 -5.4 54.3 54.3

南　　部 1,594 1,591 1,535 -3 -56 -0.2 -3.5 5.2 5.2

豊　　肥 1,286 1,278 1,246 -8 -32 -0.6 -2.5 4.1 4.3

西　　部 2,337 2,289 2,123 -48 -166 -2.1 -7.2 7.4 7.3

北　　部 4,178 4,135 3,969 -43 -166 -1.0 -4.0 13.4 13.6

実額 対前年度増減額 対前年度増加率 対県構成比

（単位：億円、％）

実額
対前年度
増減額

同
増加率

実額
対前年度
増減額

 同
増加率

実額
対前年度
増減額

同
増加率

県　　計 21,645 -3 0.0 1,707 -36 -2.1 5,912 -1,586 -21.1

東　　部 3,471 -7 -0.2 278 -6 -2.3 763 -284 -27.1

中　　部 11,856 71 0.6 928 -13 -1.5 3,096 -964 -23.7

南　　部 1,121 3 0.3 92 -3 -3.3 323 -55 -14.7

豊　　肥 835 -58 -6.5 67 -6 -7.7 344 32 10.1

西　　部 1,435 1 0.1 119 -3 -2.2 570 -164 -22.4

北　　部 2,928 -12 -0.4 224 -5 -2.1 817 -149 -15.5

雇用者報酬 財産所得 企業所得
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３－２ 一人当たり市町村民所得  
 

一人当たり市町村民所得の県平均は２６０万４千円で、前年度に対して１１万９千円減、対

前年度増加率－４.４％（前年度－１.４％）と２年連続のマイナスとなった。 
これを市町村別にみると、前年度に対して増加したのは、国東市（＋２.１％）、豊後大野市

（＋１.９％）の２市、減少したのは、日田市（－６.７％）、姫島村及び別府市（－６.４％）、

杵築市（－５.９％）、宇佐市（－５.６％）などの１６市町村であった。 
 
 
※一人当たり市町村民所得は、各市町村の市町村民所得の総額を当該市町村の総人口で除したも

のです。市町村民所得には財産所得や企業所得が含まれ、また、総人口には１５歳未満人口等も

含まれることから、給与の平均水準等を示す数値ではありません。  
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図１１ 一人当たり市町村民所得  
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図１２ 一人当たり市町村民所得対前年度増加率  
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３－２－１ 市町村別の動向  
 
①  大分市  

令和２年度一人当たり市民所得２８８万７千円、対前年度増加率－５.３％（前年度－２.７％）

であった。また、県平均を１００とした場合（以下、「県平均」）と比較した所得水準は、 
１１０.９（前年度１１２.０）となっている。 
 
②  別府市  

令和２年度一人当たり市民所得２３２万３千円、対前年度増加率－６.４％（前年度－３.５％）

であった。また、県平均と比較した場合の所得水準は、８９.２（前年度９１.１）となってい

る。 
 
③  中津市  

令和２年度一人当たり市民所得２６１万６千円、対前年度増加率－１.８％（前年度－０.１％）

であった。また、県平均と比較した場合の所得水準は、１００.５（前年度９７.８）となって

いる。 
 
④  日田市  

令和２年度一人当たり市民所得２４７万９千円、対前年度増加率－６.７％（前年度－０.６％）

であった。また、県平均と比較した場合の所得水準は、９５.２（前年度９７.６）となってい

る。 
 
⑤  佐伯市  

令和２年度一人当たり市民所得２２９万７千円、対前年度増加率－１.９％（前年度＋１.４％）

であった。また、県平均と比較した場合の所得水準は、８８.２（前年度８６.０）となってい

る。 
 
⑥  臼杵市  

令和２年度一人当たり市民所得２１４万２千円、対前年度増加率－３.６％（前年度―０.７％）

であった。また、県平均と比較した場合の所得水準は、８２.３（前年度８１.６）となってい

る。 
 
⑦  津久見市  

令和２年度一人当たり市民所得３０８万８千円、対前年度増加率－３.３％（前年度－０.３％）

であった。また、県平均と比較した場合の所得水準は、１１８.６（前年度１１７.２）となっ

ている。 
 
⑧  竹田市  

令和２年度一人当たり市民所得２３６万８千円、対前年度増加率－４.７％（前年度＋０.２％）

であった。また、県平均と比較した場合の所得水準は、９０.９（前年度９１.２）となってい

る。 
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⑨  豊後高田市  
令和２年度一人当たり市民所得２１３万７千円、対前年度増加率－４.３％（前年度－２.９％）

であった。また、県平均と比較した場合の所得水準は、８２.１（前年度８２.０）となってい

る。 
 
⑩  杵築市  

令和２年度一人当たり市民所得２１０万４千円、対前年度増加率－５.９％（前年度＋１.７％）

であった。また、県平均と比較した場合の所得水準は、８０.８（前年度８２.２）となってい

る。 
 
⑪  宇佐市  

令和２年度一人当たり市民所得２５１万８千円、対前年度増加率－５.６％（前年度＋０.２％）

であった。また、県平均と比較した場合の所得水準は、９６.７（前年度９７.９）となってい

る。 
 
⑫  豊後大野市  

令和２年度一人当たり市民所得２２６万８千円、対前年度増加率＋１.９％（前年度＋１.８％）

であった。また、県平均と比較した場合の所得水準は、８７.１（前年度８１.７）となってい

る。 
 
⑬  由布市  

令和２年度一人当たり市民所得２６７万３千円、対前年度増加率－４.６％（前年度＋２.３％）

であった。また、県平均と比較した場合の所得水準は、１０２.６（前年度１０２.９）となっ

ている。 
 
⑭  国東市  

令和２年度一人当たり市民所得２１６万６千円、対前年度増加率＋２.１％（前年度＋２.９％）

であった。また、県平均と比較した場合の所得水準は、８３.２（前年度７７.９）となってい

る。 
 
⑮  姫島村  

令和２年度一人当たり村民所得２０６万０千円、対前年度増加率－６.４％（前年度＋８.５％）

であった。また、県平均と比較した場合の所得水準は、７９.１（前年度８０.９）となってい

る。 
 
⑯  日出町  

令和２年度一人当たり町民所得２３０万７千円、対前年度増加率－４.６％（前年度－０.３％）

であった。また、県平均と比較した場合の所得水準は、８８.６（前年度８８.８）となってい

る。 
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⑰  九重町  
令和２年度一人当たり町民所得２４８万２千円、対前年度増加率－５.２％（前年度＋４.４％）

であった。また、県平均と比較した場合の所得水準は、９５.３（前年度９６.２）となってい

る。 
 
⑱  玖珠町  

令和２年度一人当たり町民所得２４８万８千円、対前年度増加率－２.４％（前年度－３.６％）

であった。また、県平均と比較した場合の所得水準は、９５.５（前年度９３.６）となってい

る。 
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３－２－２ 地域別の動向  
 

一人当たり市町村民所得の動向を地域別でみると、中部が２８３万２千円と最も高く、他の

５地域はいずれも県平均を下回った。前年度に対して、西部（－５.８％）、中部及び東部（－

５.１％）、北部（－３.４％）、南部（－１.９％）、豊肥（－０.７％）の６地域すべてが減少

であった。 
 
 
表４ 一人当たり市町村民所得（地域別）  

 

図１３ 地域別一人当たり市町村民所得の推移 

   

（単位：千円、％）

年　　度 平成30 令和元 2 令和元 2 令和元 2 令和元 2

県　　計 2,762 2,723 2,604 -39 -119 -1.4 -4.4 100.0 100.0

東　　部 2,426 2,388 2,267 -38 -121 -1.6 -5.1 87.7 87.1

中　　部 3,054 2,985 2,832 -69 -153 -2.3 -5.1 109.6 108.8

南　　部 2,310 2,342 2,297 32 -45 1.4 -1.9 86.0 88.2

豊　　肥 2,297 2,323 2,306 26 -17 1.1 -0.7 85.3 88.6

西　　部 2,651 2,635 2,481 -16 -154 -0.6 -5.8 96.8 95.3

北　　部 2,613 2,604 2,516 -9 -88 -0.3 -3.4 95.6 96.6

実額 対前年度増減額 対前年度増加率 対県格差

1,800

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

3,200

平成23 24 25 26 27 28 29 30 令和元 2

（千円）

年度

県平均 東部 中部 南部 豊肥 西部 北部
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